
企業

個別から共創へ
個別に育成したシーズの
うち他とのシナジーが
見込めるものを取り込む。

スピンオフ
副産物的成果のうち
見込みのあるものを
個別育成。

世界に誇る地域発研究開発・実証拠点
（リサーチコンプレックス）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

・成果の社会実装・地域産業の発展についてのビジョン
を基に、バックキャスティング手法※により、必要な要素
技術を特定。
・地域内外の研究開発力を拠点に統合し、研究開発→
実証→実用化へつなげる。
※バックキャスティング：あるべき将来の状態を設定し、そこから

逆算して現時点で必要となる技術を特定する手法

地域の将来ビジョンに基づき、地方自治体、技術
シーズを有する大学・研究機関、企業が結集して

拠点を形成

地 域

マッチングプランナープログラム

・地域企業のニーズのくみ取り
・JSTのネットワークでニーズを解決し得るシーズを全国の
大学等を探索
・これらのマッチング＆研究支援
・大学等の技術シーズや研究を活用した、商品開発等に
係る共同研究から事業化のサポート

マッチングできる!?

マッチング
プランナー

大学での研究
地域企業の困り事

共同研究・課題解決へ

大学等
研究機
関

地方の創生と人口減少克服には、地域が現在抱える課題の解決・ビジョンの実現が必要。

ビジョンの実現に向けた研究開発を行うとともに、マッチングプランナーなどを活用し、大学等の技
術シーズを基に地域から世界で戦える技術・産業を創出する。

【地域の課題の解決】

【ビジョンの実現】

一体的に推進

我が国の研究開発力を駆動力とした地方創生イニシアティブ
平成２７年度予定額 ： 2,620百万円（新規）

※運営費交付金中の推計額


